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岩手の畜産を守る
　高齢化などにより、生産者の減少が続く岩手の畜産。しかし、さまざまな分野で
牛に関わり、「岩手の牛」を盛り上げようと奮闘している人たちがいます。
　みなさんも一緒に応援しましょう。

畜
主
の

よ
り
ど
こ
ろ
に

牛
乳
の
地
産
地
消
で

地
元
を
元
気
に

世
界
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ

次
世
代
に
つ
な
ぐ

牛
の
歴
史
を
学
ぼ
う

　
奥
州
市
前
沢
の
「
奥
州
市
牛
の
博
物
館
（
鈴
木
啓
一
館

長
）」は
、全
国
的
に
も
珍
し
い「
牛
専
門
」の
博
物
館
で
す
。

　
館
内
に
は
、
奥
州
市
の
特
産
品
で
あ
る
前
沢
牛
の
生
産

を
は
じ
め
、
世
界
の
カ
ウ

ベ
ル
や
イ
ギ
リ
ス
の
牛
、

ハ
イ
ラ
ン
ド
種
の
剥は
く
せ
い製

な
ど
牛
に
関
す
る
資
料

お
よ
そ
１
１
０
０
点
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
本
陽よ
う

主
任
学
芸
員

は
「
人
と
牛
と
の
つ
な

が
り
を
考
え
、
学
ぶ
機

会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

遠
野
市
附
馬
牛
町
に
あ
る
肉
用
牛
預
託
施
設

「
大
野
平
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
畜
主
か

ら
牛
を
預
か
り
、
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
飼
育
す
る
の
は
繁
殖
牛
、
育
成
子
牛
合
わ
せ
て

お
よ
そ
２
２
０
頭
。
高
齢
化
な
ど
で
飼
育
で
き
な

い
農
家
か
ら
の
依
頼
も
増
え
て
い
ま
す
。
施
設
を

管
理
す
る
遠
野
市
畜
産
公
社
の
菊
池
秀
樹
放
牧
課

長
は
「
頭
数
に
限
度
は
あ
り
ま
す
が
、
遠
野
市
の

畜
産
振
興
の
ひ
と
つ
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
一
関
市
大
東
町
摺
沢
の
不
二
家
乳
業
株
式
会
社
（
千
葉
か
づ
や
代
表

取
締
役
社
長
）
で
は
、
両
磐
地
域
産
の
生
乳
を
使
用
し
て
、
牛
乳
や
生

ク
リ
ー
ム
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
商
品
は
県
内
外
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
牛
乳
は
、
県
南

地
域
の
学
校
給
食
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
地
元
の
児
童
・
生
徒
に
も
広

く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
崎
祐
三
取
締
役
工
場
長
は
「
地
元
の
お
い
し
い
牛
乳
を
た
く
さ
ん

飲
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。地
域
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

と
力
を
込
め
ま
す
。

　
岩
手
県
産
食
肉
の
処
理
・
加
工
、

販
売
を
行
う
紫
波
町
犬
渕
の
株
式

会
社
い
わ
ち
く
（
小
原
俊
英
代
表

取
締
役
社
長
）
で
は
、
牛
肉
の
輸

出
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
社
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
12
か

国
・
地
域
の
輸
出
認
定
を
取
得
。

東
北
で
唯
一
の
対
米
輸
出
認
定
施

設
と
し
て
、
高
い
衛
生
管
理
基
準

を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
県
産
牛

肉
の
輸
出
量
は
年
々
増
加
し
て
い

て
、
海
外
に
向
け
て
も
県
産
牛
肉

の
美
味
し
さ
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
事
業
管
理
部
企
画
管
理

課
の
前
野
か
お
り
主
事
は
「
生
産

者
の
方
が
愛
情
込
め
て
育
て
ら
れ

た
牛
・
豚
を
、
安
全
・
安
心
な
食

肉
と
し
て
お
届
け
し
、
生
産
者
と

消
費
者
の
架
け
橋
と
な
る
事
が
、

私
た
ち
の
役
割
。
国
内
は
も
と
よ

り
、
海
外
へ
向
け
て
も
、
さ
ら
に

県
産
食
肉
を
P
R
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
４
月
に
は
、
新
た
な
豚
処

理
施
設
が
稼
働
予
定
で
、
県
産
豚

肉
の
販
路
拡
大
も
図
る
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
岩
手
の
食

肉
は
、
世
界
へ
広
が
り
ま
す
。

　

岩
手
県
立
花
巻
農
業
高
校
（
軍
司
悟
校

長
）
で
は
、
畜
産
を
専
攻
す
る
生
徒
が
、

実
習
を
通
し
て
繁
殖
牛
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
す
。

　

飼
育
し
て
い
る
の
は
、
黒
毛
和
種
の
母

牛
10
頭
と
育
成
子
牛
７
頭
。
人
工
授
精
の

見
学
や
、
お
産
に
立
ち
会
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
田
中
忠
博
実
習
教
諭
は
「
生
徒
が

畜
産
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し

い
で
す
ね
。『
将
来
は
畜
産
農
家
に
な
り
た

い
』
と
言
っ
て
く
れ
る
生
徒
も
い
ま
す
」

と
熱
心
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

広い施設内で牛を飼育しています

分娩を控えた牛について学ぶ生徒

「安全・安心なお肉ということで、お客様から評価をいただ
いています」と前野主事

海
外
で
も
需
要
が

高
ま
っ
て
い
ま
す

前沢牛生産のあゆみを紹介

不二家乳業株式会社で製造されて
いる商品

▽「
奥
州
市
牛
の
博
物
館
」

奥
州
市
前
沢
字
南
陣
場
１
０
３-

１

休
館
日
：
月
曜
日

施
設
改
修
工
事
の
た
め
冬
季
休
館
中

（
３
月
26
日
か
ら
営
業
再
開
）

●●

●東
北
自
動
車
道

ロ
ー
ソ
ン

４

インター
ゴルフガーデン

舞鶴自動車整備工場

★
牛の博物館

水沢I.C.

平泉前沢I.C.
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
で
は
、４
月
１
日
よ
り
家

畜
共
済
事
故
外
診
療
料
金
、
家
畜
人
工
授
精

等
料
金
の
一
部
を
次
の
表
の
と
お
り
改
正
し

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、家
畜
人
工
授
精
等
料
金

は
県
内
統
一
の
料
金
と
な
り
ま
す
。ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料
金
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

岩
手
県
か
ら
の

お
知
ら
せ

定
期
報
告
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

・上記の表は、共済加入農家の料金です。加入農家の有資格未加入家畜は加入家
畜の1.5倍（税込）、未加入農家は2.0倍（税込）となります。（有資格未加入
家畜とは、子牛胎子共済を選択してない加入農家の子牛胎子をさします）

・家畜共済の新制度加入者では、加入農家は「疾病傷害共済加入農家」となります。

・家畜人工授精料金は家畜人工授精技術料と精液料に諸経費を加えた額となります。
・岩手県畜産協会が設置する家畜人工授精サブセンター構成員への精液および液

体窒素の譲渡については、実費を徴収致します。
・上記の表は、共済加入農家の料金です。未加入農家の料金は加入農家の料金の

2.0倍の額となります。（精液料金を除く）

佐藤伸江さん（37）

岩泉町釜津田

 表１  家畜共済事故外診療料金表（変更点のみ抜粋）

 表２  家畜人工授精等料金（県内統一）

診療名等区分 診療料金
（税込） 備考

初
診
料

大動物（牛　馬） 1,600円 
中動物（豚　緬山羊） 800円 ・中動物は牛、馬以外の家畜。 

休診日 2,000円 
・中動物の料金は本料金の1/2の額。
・休診日とは土曜日、日曜日および国民の祝日、

振替休日、国民の休日、年末年始をさします。

求
診
料

通常求診 840円 
・家畜共済の病傷事故を同時に診療した場合は

適用しません。
・往診時に処置の必要が無かった場合も適用。
・診療頭数に関わらず１回の往診に適用。

夜間求診
午後５時～午後10時
午前５時～午前８時

5,000円 
・初診料とは別に適用。
・継続診（初診以外）にも適用。
・頭数に関わらず１回の往診に対し適用。
・家畜共済病傷事故診療、病傷事故外診療に関

わらず適用。
・往診時に処置の必要が無かった場合も適用。

深夜求診
午後10時～午前５時 10,000円 

食用不適家畜処分 10,000円 

・「食用不適家畜の取扱要領」（（一社）岩手県獣
医師会）により、食用不適家畜と診断された
家畜についてのみ適用。

・12カ月齢未満の大動物および中動物は1/2
の額。

項目名 料金
（税込） 摘要

家畜人工授精技術料 5,400円 ・精液代は実費
諸経費 1,080円

授精証明書料 1,080円 ・１通あたり
受精卵移植証明書料 1,080円 ・１通あたり

凍結精液保管料 540円 ・６ヶ月ごと１本あたりの料金

受精卵（胚）保管料 10円 ・１日１本あたりの料金
※料金を精算する際に消費税を加算

　

家
畜
を
所
有
す
る
方
に
は
、

飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
順
守
と

と
も
に
、
毎
年
飼
養
状
況
を
報

告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
平

成
31
年
２
月
１
日
時
点
で
の
家

畜
の
飼
育
状
況
な
ど
を
所
定
の

報
告
書
に
記
入
し
、
４
月
15
日

ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
岩
手
県
装
削
蹄
師
会
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
岩
手
県
装
削
蹄
師
会
事
務
局

（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手　
本
所
家
畜
課
）

℡
０
１
９-

６
０
１-

７
４
９
５

　
昨
年
11
月
に
、
２
級
認
定
牛
削
蹄
師

試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。
岩
手
県
装
削

蹄
師
会
が
開
催
し
た
講
習
会
や
、
先
輩

削
蹄
師
の
方
に
技
術
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
私
が
飼
っ
て
い
る
牛

と
、
私
の
実
家
で
飼
っ
て
い
る
牛
を
合

わ
せ
て
20
頭
ほ
ど
削
蹄
し
ま
し
た
。
牛

に
と
っ
て
、
蹄
は
と
て
も
大
切
で
す
。
削

蹄
し
た
こ
と
で
立
っ
た
時
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は
、
保
定
枠
を
購
入
し

ま
し
た
。
保
定
枠
を
使
わ
な
い
単
独
保

定
で
の
作
業
は
、
牛
の
動
き
を
抑
え
る

筋
力
が
必
要
で
と
て
も
大
変
で
す
。
保

定
枠
に
牛
を
繋
ぐ
こ
と
で
体
の
負
担
が

減
り
、
母
牛
の
削
蹄
に
も
挑
戦
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
蹄
の
底
を
平
ら
に

仕
上
げ
る
こ
と
で
す
。
牛
の
蹄
は
１
頭

１
頭
違
う
の
で
、
鎌
を
入
れ
る
角
度
や

感
覚
な
ど
、
削
蹄
判
断
の
技
術
を
し
っ

か
り
と
身
に
付
け
た
い
で
す
ね
。
腕
を

上
げ
て
、
地
域
の
畜
産
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

  

問
い
合
わ
せ

岩
手
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

（
℡
０
１
９–

６
８
８–

４
１
１
１
）

岩
手
県
北
家
畜
保
健
衛
生
所

（
℡
０
１
９
５–

４
９–

３
０
０
６
）

岩
手
県
南
家
畜
保
健
衛
生
所

（
℡
０
１
９
７–

２
３–

３
５
３
１
）

診療費
人工授精

料金

夫（文喜さん・47歳）に手伝ってもらい
ながら牛を保定枠に繋いでいます

削蹄する伸江さん

削
蹄
で
地
域
に
貢
献
し
た
い

牛
の
健
康
は
蹄ひ

づ
め

か
ら

　
牛
は
蹄
（
爪
）
が
伸
び
過
ぎ
る
と
、
歩
行

に
痛
み
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
放
っ
て
お
く

と
病
気
に
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
定
期
的
に
牛
の
蹄
を
削
っ
て
形
を
整

え
る
こ
と（
削
蹄
）が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

試
験
合
格
に
向
け
て

　
岩
手
県
装
削
蹄
師
会
（
嵯
峨
美
紀
会

長
・
会
員
54
名
）
で
は
、
認
定
試
験
の

合
格
や
削
蹄
の
技
術
向
上
を
目
標
に
、

講
習
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

岩
手
県
装
削
蹄
師
会
の
取
り
組
み

岩手県装削蹄師会では講習会を開催して技術向上を目指しています

牛の蹄は定期的に削ることが
重要です

試験に
合格！
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農
場
に
合
っ
た
最
小
限
の
努
力
で

効
率
良
く
作
業
で
き
る
改
善
方
法

を
一
緒
に
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

酪
農
経
営
に
限
ら
ず
、
繁
殖
経

営
、
肥
育
経
営
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
車
の
点
検
や
人
間
ド
ッ
ク

の
よ
う
に
「
農
場
を
検
診
し
て
も

ら
お
う
」
と
い
う
気
楽
な
気
持
ち

で
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師
に
相
談

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手

家
畜
診
療
所
」
と
い
う
組
織
全
体

の
力
を
合
わ
せ
て
対
応
で
き
る
よ

う
、
私
た
ち
牛
群
管
理
指
導
チ
ー

ム
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

軽米町 農事組合法人　鶴
つるがい

飼酪農生産組合

　

軽
米
町
で「
農
事
組
合
法
人

鶴
飼
酪
農
生
産
組
合（
姫
ヶ
森

牧
場
）」を
経
営
す
る
田
中
大

祐
さ
ん（
33
）。牛
が
過
ご
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
日
々
家
族
で
作
業

に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
自

家
産
の
生
乳
を
使
用
し
た
牛
乳

や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
加
工
品

も
販
売
し
て
い
ま
す
。

「牛がストレスなく過ごすことで、病気にかかりにくくなります」と田中さん

放牧地から牛舎に戻る牛たち

ネット販売も行っています

牛
に
も
人
に
も
優
し
い
酪
農
を

父
か
ら
子
へ

　

大
祐
さ
ん
は
北
海
道
の
短
大
を

卒
業
し
、
平
成
20
年
に
実
家
に
戻
り

就
農
。
平
成
30
年
３
月
に
父
・
祐ゆ
う
す
け典

さ
ん（
56
）か
ら
経
営
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。
現
在
は
、
家
族
で
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
の
経
産
牛
38
頭
、
育
成
牛
12

頭
、
黒
毛
和
種
繁
殖
牛
３
頭
を
飼
養

し
て
い
ま
す
。

牛
が
過
ご
し
や
す
い
環
境
を

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
は
、
ス
ト
レ
ス

を
与
え
な
い
よ
う
に
年
間
を
通
し
て

牛
舎
と
放
牧
地
を
自
由
に
出
入
り
で

き
る
自
然
放
牧
で
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
に
は
、
ル
ー
ズ
バ
ー
ン

か
ら
、
寝
場
所
が
分
離
さ
れ
て
い
る

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
に
牛
舎
を
改
築
し

ま
し
た
。「
寝
る
場
所
が
分
離
さ
れ

る
こ
と
で
、
牛
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

休
息
が
取
れ
ま
す
」と
牛
が
過
ご
し

や
す
い
環
境
に
改
善
し
ま
し
た
。
ま

た「
以
前
よ
り
も
体
調
の
悪
い
牛
の

判
別
が
し
や
す
く
な
り
、
昨
年
は
死

亡
事
故
が
一
頭
も
出
ま
せ
ん
で
し

た
」と
話
し
て
い
ま
す
。

自
家
製
の
生
乳
で
加
工
品

　
田
中
さ
ん
方
で
は
、
自
家
産
の
生

乳
を
使
用
し
た
加
工
品
も
製
造
し
て

い
ま
す
。
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は

小
学
校
の
社
会
科
見
学
で
す
。「
牛

乳
が
苦
手
な
子
が
、
搾
り
た
て
の
牛

乳
を
お
い
し
そ
う
に
飲
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
学
校
の
先
生
も
驚
い
て
い
ま

し
た
よ
」と
祐
典
さ
ん
。
現
在
は
祐

典
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
牛
乳
、
プ

レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
を
製

造
し
、
軽
米
町
内
の
産
直
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
同
町
の
特
産
品
で

あ
る
雑
穀
を
使
っ
た
新
商
品
も
開
発

中
で
す
。

　
大
祐
さ
ん
は「
牛
に
ス
ト
レ
ス
を

か
け
ず
に
、
牛
に
も
人
に
も
優
し
い

酪
農
経
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す
」と
力
強
く
話
し
て
い
ま
す
。

牛群管理指導チームが
農場経営をサポートします

TEL：0197-25-6909 TEL：0198-62-5322

TEL：0193-67-3656

TEL：0194-28-3191

宮古家畜診療所

下閉伊北部出張所

いちばん星輝く岩 手 の 農 業 人

田
た な か

中 大
だ い ゆ う

祐さん

岩手県北基幹家畜診療所 岩手県南基幹家畜診療所 岩手沿岸基幹家畜診療所
（家畜診療）TEL：019-601-8125
（人工授精）TEL：019-601-8201

TEL：019-601-6033
TEL：0198-29-4122

TEL：0195-66-2506
TEL：0191-21-5666

TEL：0195-41-1105

葛巻家畜診療所
磐井家畜診療所

北部家畜診療所

北岩手家畜診療所
中部家畜診療所

※8時30分から9時30分以外の診療依頼は、急患を除き、原則として当日中の往診はできませんので
　ご了承ください。
※獣医師個人の携帯電話へ直接依頼することはご遠慮ください。

岩
手
県
北
基
幹
家
畜
診
療
所

北
岩
手
家
畜
診
療
所

川か
わ
む
か
い向 

俊と
し
ゆ
き之 

技
術
主
査

　

今
年
度
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
で

は
高
度
生
産
支
援
損
害
防
止
事
業

と
し
て
「
高
度
外
科
医
療
チ
ー
ム
」

と
「
牛
群
管
理
指
導
チ
ー
ム
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
牛

群
管
理
指
導
チ
ー
ム
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

牛
群
管
理
指
導
チ
ー
ム
と
は

　

牛
群
管
理
指
導
チ
ー
ム
は
、
地

域
性
や
年
齢
に
偏
り
の
な
い
獣
医

師
５
名
で
編
成
さ
れ
、
昨
年
10
月

か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
行
っ
て
い
る
「
病
気
を

未
然
に
防
ぐ
事
業
＝
損
害
防
止
事

業
」
の
多
様
性
と
専
門
性
を
高
め

る
こ
と
で
、
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
で
き
る
形
に
し
て
い
く
た
め
の
土

台
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師
全
て
が
、
同
じ

基
盤
の
上
で
損
害
防
止
事
業
を
行

う
こ
と
が
活
動
の
目
標
で
す
。

経
営
安
定
の
近
道

『
損
害
防
止
』

　

農
場
内
の
習
慣
的
な
疾
病
（
例

え
ば
周
産
期
疾
病
、
乳
房
炎
、
繁

殖
障
害
、
蹄
病
、
季
節
性
の
風
邪

や
下
痢
）
で
お
困
り
の
方
は
い
ま
せ

ん
か
？
ま
た
「
疾
病
は
ほ
と
ん
ど
な

い
け
ど
、
ど
う
も
収
入
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
ら
な
い
」
と
い
う
悩
み
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
こ
う
し
た
場
合
は
、
必

ず
ど
こ
か
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。

　

牛
群
内
の
不
調
の
原
因
が
判
明

し
、
そ
れ
が
改
善
す
れ
ば
病
気
に

な
る
牛
が
減
少
し
、
牛
群
の
生
産

性
が
向
上
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

時
間
と
気
持
ち
に
余
裕
が
で
き
、

作
業
効
率
も
良
く
な
り
ま
す
。
実

は
、
損
害
防
止
こ
そ
が
経
営
を
安

定
さ
せ
る
一
番
の
近
道
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
農
場
の
現
状
を
把
握

し
、
改
善
点
が
見
つ
か
っ
た
と
こ
ろ

で
、
毎
日
の
大
変
な
作
業
を
変
え

る
の
は
と
て
も
勇
気
が
い
る
こ
と
で

す
。
農
場
へ
伺
う
獣
医
師
と
、
各

経営安定の力になれるように頑張ります
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ヤギのミルクを味わって 自家産の卵でドレッシング

　
ヤ
ギ
の
ミ
ル
ク
を
使
用
し
た
洋
菓
子

を
味
わ
え
る
「P

パ

テ

ィ

ス

リ

ー

Â
TISSERIE L

レ

A
IT 

D

ド
ゥ

E C

シ
ェ
ー
ブ
ル

H
ÉV

RE

（
前
田
英
仁
オ
ー
ナ
ー

＝
57
歳
）」
が
宮
古
市
大
通
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
同
店
は
、
宮
古
市
田
老
樫
内
に
あ
る

し
あ
わ
せ
乳
業
が
経
営
す
る
「
し
あ
わ

せ
牧
場
」
で
生
産
さ
れ
た
ヤ
ギ
の
ミ
ル

ク
を
使
用
し
、
プ
リ
ン
や
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

同
牧
場
で
育
て
ら
れ
た
ヤ
ギ
の
ミ
ル

ク
は
、
癖
が
少
な
い
こ
と
が
特
長
で
す
。

オ
ー
ナ
ー
の
前
田
さ
ん
は
「
舌
触
り
の

良
さ
を
生
か
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
一
関
市
花
泉
町
老
松
の
「S

ス
ッ
チ
ャ
ン

ucchan 
F

フ
ァ
ー
ム

arm

（
佐
藤
勧
代
表
＝
44
歳
）」で
は
、

新
商
品
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
「
平
飼
い
ニ

ワ
ト
リ
卵
の
ト
マ
ト
マ
ヨ
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」
と
「
平
飼
い
ニ
ワ
ト
リ
卵
の
ほ
う

れ
ん
そ
う
マ
ヨ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
製

造
し
、
道
の
駅
厳げ

ん
び
け
い

美
渓
な
ど
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
材
料
と
な
る
卵
は
、
自
家
産
の
鶏
卵

を
使
用
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ト
マ
ト
の
甘
さ

や
爽
や
か
な
味
が
特
長
で
す
。

　
佐
藤
代
表
は
「
サ
ラ
ダ
の
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
か

ら
揚
げ
な
ど
に
使
用
し
て
も
お
い
し
い

で
す
よ
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
奥
州
市
水
沢
真
城
の
「
産
直
来ら

い
む夢
く

ん
（
千
田
亮
店
長
＝
36
歳
）」
の
い
ち

ご
農
園
で
は
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
な
ど
４
品

種
の
食
べ
比
べ
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

ア
イ
ス
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
同
農
園
で
は
、
毎
年
１
月
か
ら
５
月

末
ご
ろ
ま
で
イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
め
ま

す
。
イ
チ
ゴ
を
使
用
し
た
ア
イ
ス
も
好

評
。
ひ
と
口
食
べ
る
と
、
イ
チ
ゴ
の
風

味
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
。
牛

乳
な
ど
の
分
量
を
調
整
す
る
こ
と
で
、

季
節
ご
と
に
変
わ
る
ア
イ
ス
の
味
も
特

長
で
す
。

　
千
田
店
長
は
「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

焼
き
立
て
の
パ
ン
が
１
０
０
種
類
以

上
並
ぶ
「P

パ

ノ

パ

ノ

anoPano

（
白
石
食
品
工

業
株
式
会
社
＝
白
石
雄
一
代
表
取
締
役

社
長
）」
で
は
、
県
産
の
小
麦
を
使
用
し

た
パ
ン
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
同
店
の
人
気
商
品
は
「
も
ち
姫
・
ゆ

き
ち
か
ら
・
銀
河
の
ち
か
ら
」
の
３
品

種
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
「
も
ち
姫
食
パ

ン　

い
わ
て
１
０
０
」。
も
ち
姫
の
特

徴
で
あ
る
も
ち
も
ち
と
し
た
食
感
と
、

し
っ
と
り
と
し
た
口
当
た
り
を
引
き
出

す
た
め
に
、
ブ
レ
ン
ド
の
比
率
を
徹
底

し
て
い
ま
す
。

　
菊
池
正
延
店
長
は
「
焼
き
立
て
の
も

ち
も
ち
感
は
最
高
で
す
。
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

だ よ り結 い の 大 地
宮古市 一関市奥州市 盛岡市

「ヤギミルク しあわせプリン」は１個450円（税込） それぞれ400円（税込）人気のいちごプレミアム（シングル税込300円） 焼き立ての食パンは、午前１１時ころ店頭に並びます

▷盛岡市向中野5-31-15
▷営業時間：午前8時～午後8時
　定休日：月曜日（祝日除く）

旬

▷奥州市水沢真城字杉の下51
▷いちご農園営業日
　水曜、土曜、日曜、祝日
　℡0197-26-4141
　（イチゴ狩りは完全予約制）

▷宮古市大通4-5-10
▷営業時間：午前10時30分～午後7時
売り切れの際は閉店時間が早まる場合が
あります

▷一関市厳美町字沖野々220-1
▷営業時間：午前9時～午後5時
　（4月～10月は午後6時まで）

イチゴの風味が口いっぱいに 県産小麦のもちもち食パン

●

●

●
東
北
本
線 産直来夢くん

いちご農園★
(株)JAふるさと
介護サービス

真城公民館
真城地区
センター

産直来夢くん
●

●厳美渓

一関市
博物館

至秋田

至平泉

至一関市内

342
★ 道の駅

厳美渓

●

● ●

●

PÂTISSERIE
LAIT DE CHÉVRE

宮古駅

キャトル宮古

宮古郵便局 リラパークこなり

岩手銀行
宮古中央支店

★
●

●

●

盛岡スコーレ
高等学校イオンモール

盛岡南

DCMホーマック
盛南店

至盛岡駅

★
盛
岡
西
バ
イ
パ
ス

PanoPano
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強
風
で
被
害
を
受
け
た
ハ
ウ
ス

台風・低気圧の影響大きく
共　済　金　支　払　状　況　

春の突風に備えましょう園芸施設
共済

１
年
間
の
加
入
で
さ
ら
に
安
心

 

水
稲

　

６
月
中
旬
の
低
温
に
よ
り
茎
数
の
減

少
、
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
の
低
温
、

日
照
不
足
に
よ
り
登
熟
不
良
お
よ
び
台
風

に
よ
る
倒
伏
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

 
大
豆

　
断
続
的
な
降
雨
や
大
雨
、
台
風
な
ど
の

影
響
に
よ
り
湿
潤
害
が
発
生
し
た
ほ
か
、

冠
水
や
倒
伏
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

 

そ
ば

　
８
月
中
旬
の
大
雨
や
９
月
に
発
生
し
た

台
風
や
低
気
圧
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
湿

潤
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
倒
伏
お

よ
び
子
実
の
落
下
被
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　水稲（全相殺方式、品質方式）、大豆（一筆方式、半相殺方式）、
そば、りんごの共済金が決定しました。　本格的に農作業が始まる春の時期は、突風によるハウスの被害が毎年多く

発生しています。園芸施設共済に加入し、万が一の災害に備えましょう。

　
近
年
、
突
発
的
な
水
害
な
ど
が
全

国
的
に
多
く
発
生
し
、
ビ
ニ
ー
ル
を

被
覆
し
て
い
な
い
期
間
で
も
パ
イ
プ

の
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
平
成
31
年
１
月
１
日
以

降
に
加
入
し
た
ハ
ウ
ス
か
ら
は
、

ビ
ニ
ー
ル
を
被
覆
し
て
い
な
い
期
間

を
含
め
た
１
年
間
の
加
入
と
な
り
ま

す
。（
下
図
参
照
）

 

り
ん
ご

　
９
月
に
発
生
し
た
台
風
や
低
気
圧
の
通

過
お
よ
び
接
近
の
影
響
で
、
果
実
の
落
果

や
損
傷
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部

地
域
で
は
病
害
や
降
ひ
ょ
う
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

地域
センター名

水　稲
（全相殺方式・品質方式）

大　豆
（一筆方式・半相殺方式） そ　ば りんご

戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円）

盛　岡 26 3,470,073 4 63,838 10 1,139,630 10 790,640 

中　部 51 15,437,027 4 640,858 2 58,976 0 0 

胆　江 31 6,874,501 9 529,236 1 4,408 39 2,247,472 

磐　井 0 0 5 35,698 0 0 6 972,130 

東南部 8 988,518 2 82,718 1 11,400 4 174,020 

宮　古 0 0 4 80,240 0 0 13 2,171,600 

北　部 3 9,636 5 77,112 3 23,864 6 2,688,220 

計 119 26,779,755 33 1,509,700 17 1,238,278 78 9,044,082 

■平成30年産　支払共済金

例：３月～５月まで被覆するビニールハウスを加入する場合

ビニールをはずしてい
る期間はパイプのみの
補償です。

ビニールで被覆している
期間はパイプとビニール
の両方を補償します。

補 償 は１年 間
３月～５月はビニールで被覆 ６月～翌年２月はビニールをはずす

補償
補償・パイプ

・ビニール ・パイプのみ

長雨により湿潤害が発生したそば圃場
（平成30年9月6日撮影・雫石町）

強風で枝とこすれて傷がついたりんご
（平成30年10月25日撮影・遠野市）

被
害
が
発
生
し
た
場
合
も

速
や
か
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す

ビ
ニ
ー
ル
を
被
覆
し
て

い
る
か
し
て
い
な
い
か
で

補
償
が
変
わ
る
ん
だ
ね

被
覆
期
間
を

変
更
し
た
場
合

　

加
入
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー

ル
の
被
覆
期
間
を
変
更
す
る
場
合
は
、

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
必
ず
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
連
絡
を
し
な
い

ま
ま
被
害
を
受
け
た
場
合
、
共
済
金

を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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農
政     

前
線

新
た
な
自
由
化
時
代
に
突
入

最

日
米
E
P
A
が
発
効

　
日
本
と
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
の
経
済
連
携

協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
、２
月
１
日
に
発
効
し
た
。

昨
年
12
月
30
日
に
発
効
し
た
環
太
平
洋
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
11
に
続
く
巨
大
経
済
圏
の
誕

生
で
、
国
内
農
業
は
か
つ
て
な
い
規
模
の
市
場

開
放
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　
大
手
量
販
店
な
ど
で
は
早
速
、
輸
入
産
品
の

値
下
げ
に
踏
み
切
る
な
ど
、
今
後
の
競
争
激
化

を
暗
示
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
米

国
と
の
新
た
な
貿
易
交
渉
も
迫
る
中
、
生
産
現

場
で
は
影
響
懸
念
や
先
行
き
不
安
が
広
が
っ
て

い
る
。

過
去
最
高
の
市
場
開
放
に

　

日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
世
界
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
約
３
割
、
貿
易
総
額
の
４
割
を
カ

バ
ー
す
る
自
由
貿
易
圏
で
、
日
本
の
関
税
撤
廃

率
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
並
み
の
94
％
程
度
で
、
農
林
水

産
品
の
82
％
は
関
税
撤
廃
を
容
認
。
重
要
品

目
も
例
外
で
は
な
く
、
特
に
ソ
フ
ト
系
チ
ー
ズ

は
、
16
年
目
に
輸
入
枠
数
量
を
３
万
㌧
強
ま
で

拡
大
し
て
枠
内
を
無
税
化
し
、
ハ
ー
ド
系
チ
ー

ズ
は
16
年
目
で
関
税
を
撤
廃
す
る
。
ま
た
、
バ

タ
ー
・
脱
脂
粉
乳
も
生
乳
換
算
で
計
１
万
５
千

㌧
の
Ｅ
Ｕ
枠
を
新
設
し
、
段
階
的
に
関
税
を
削

減
。
牛
・
豚
肉
、
ワ
イ
ン
な
ど
Ｅ
Ｕ
が
競
争
力

を
持
つ
加
工
品
に
つ
い
て
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
の

自
由
化
を
容
認
し
た
。

　

政
府
は
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策

大
綱
」
に
基
づ
き
、
体
質
強
化
対
策
や
経
営

安
定
対
策
の
拡
充
な
ど
の
対
策
を
措
置
す
る
。

特
に
同
協
定
の
発
効
で
、
Ｅ
Ｕ
側
の
関
税
撤
廃

率
が
99
％
に
上
る
こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
を
後
押
し
す
る
方
針
だ
。

　
た
だ
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
農
産
物
輸
出
は
残
留
農
薬

や
検
疫
面
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
あ
り
、

早
期
の
輸
出
拡
大
は
見
通
せ
な
い
。
む
し
ろ
、

国
内
で
は
相
次
い
だ
Ｅ
Ｕ
産
品
と
の
厳
し
い
競

争
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
る
。

T
P
P
11 
発
効
に
も
懸
念

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
に
伴
う
国
内
農
業
へ
の
影
響
不
安

も
拡
大
し
て
い
る
。
関
税
削
減
を
受
け
早
速
、

豪
州
産
牛
肉
の
値
下
げ
な
ど
の
動
き
が
拡
大
。

輸
入
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
農
業

大
国
の
タ
イ
な
ど
の
新
規
加
盟
に
向
け
た
検
討

も
進
ん
で
お
り
、
さ
ら
な
る
打
撃
を
心
配
す
る

声
も
上
が
る
。

　
米
国
と
の
新
た
な
二
国
間
交
渉
も
焦
点
だ
。

す
で
に
米
国
内
で
対
日
輸
出
条
件
で
不
利
に
な

る
と
の
不
満
が
強
ま
る
中
、
米
政
権
が
対
日
要

求
を
強
め
て
く
る
の
は
必
至
。「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
水
準

が
最
大
」と
し
た
国
民
と
の
約
束
を
守
れ
る
か
、

日
本
政
府
の
交
渉
力
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

万
全
な
農
業
対
策
の
実
施
を

　

政
府
は
体
質
強
化
対
策
な
ど
を
柱
と
す
る

国
内
対
策
を
措
置
し
始
め
て
い
る
が
、
生
産
現

場
で
は
競
争
力
強
化
策
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
、

中
山
間
地
域
な
ど
の
支
援
が
置
き
去
り
に
さ
れ

て
い
る
と
の
不
満
が
あ
る
。
生
産
基
盤
を
支
え

る
家
族
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
策
の
展
開
が

求
め
ら
れ
る
。

　
消
費
者
の
国
内
農
業
へ
の
理
解
の
醸
成
も
課

題
だ
。
目
先
の
価
格
だ
け
で
安
易
な
選
択
を
す

れ
ば
、
安
全
・
安
心
な
食
料
供
給
に
支
障
を
き

た
し
、
農
地
や
自
然
環
境
な
ど
、
日
本
の
宝
が

失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
国
内
農
業
の
価
値

を
再
認
識
し
、
社
会
全
体
で
持
続
可
能
な
営

農
を
支
え
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。　
　
（
農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　陸前高田市の地域ブラン
ド米「たかたのゆめ」などの市
農産物のＰＲ活動をする李奈
さん。農業女子をイメージし
た「農

のうりん
林李

り な
奈」というキャラク

ターで、イベントに参加して
います。
　「購入していただいたお客
様の『おいしい』という声を生
産者に届けるために、県内外
へたかたのゆめの魅力を発
信していきたいです」と話し
ます。
　旅行が好きな李奈さんは

「各地の名所を訪れて、気分
をリフレッシュしています。今
度は、広島県にある厳島神社
に行ってみたいです」と笑顔
で話します。

な
でし
こ

私
も
農
家
の

サ
ポ
ー
タ
ー

鎌か

ま

た田 

李り

な奈
さ
ん（
25
）

陸
前
高
田
市

「昨年は福島県の花見山公園に行き
ました」

下
し た ば や し

林 育
い く お

男さん（70）

花巻市東和町倉沢

共済部長歴19年

自
分
の
死
後
、遺
骨
を
ど
う
す
る
か

　

近
年
、
核
家
族
化
や
、
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
で
一
生
を
終
え
る
人
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、「
無
縁
墓
」
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
無
縁
墓
と
は
、
相
当
期
間
に
わ

た
っ
て
お
参
り
さ
れ
た
形
跡
が
無
く
、
承

継
す
る
人
が
い
な
い
お
墓
の
こ
と
で
す
。

無
縁
墓
に
な
り
一
定
年
数
が
経
過
す
る
と
、

墓
石
が
撤
去
さ
れ
、
遺
骨
は
公
営
な
ど
の

無
縁
合
同
墓
に
移
さ
れ
ま
す
。「
自
分
は
合

同
墓
に
入
っ
て
も
良
い
」
と
考
え
て
い
て

も
、
お
墓
に
は
先
祖
や
家
族
の
遺
骨
も
埋

葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
死
後
に
す
べ

て
の
遺
骨
を
ど
う
す
る
か
は
親
族
と
よ
く

話
し
合
い
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
た

ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

「
墓
じ
ま
い
」の
注
意
点

　
無
縁
墓
を
避
け
る
た
め
の
一
案
と
し
て
、

「
墓
じ
ま
い
」
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
お
墓

を
撤
去
し
、
新
た
な
場
所
へ
遺
骨
を
埋
葬

（
改
葬
）
す
る
こ
と
で
す
。
新
し
い
埋
葬
先

の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
お
寺

の
永
代
供
養
墓
で
す
。
主
に
、
大
き
な
墓

碑
な
ど
の
内
部
や
地
下
に
埋
葬
す
る
タ
イ

プ
の
も
の
で
、
永
代
供
養
料
を
納
め
れ
ば

お
寺
が
供
養
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
高
齢

な
ど
で
お
墓
の
管
理
が
難
し
い
人
に
と
っ

て
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
一
箇

所
に
ま
と
め
て
埋
葬
さ
れ
る
の
で
、
後
で

遺
骨
の
選
別
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
以
外
の
埋
葬
先
を
選
ぶ
場
合
は
、

遺
骨
の
行
き
先
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
墓
石
の
処
理
は
石
材
業
者
な
ど

に
頼
む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
遺
骨
を
定

め
ら
れ
た
場
所
以
外
に
放
置
す
る
こ
と
は

不
法
行
為
で
あ
る
た
め
、
業
者
も
処
理
で

き
な
い
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
改
葬
に
は
お
墓
の
撤
去
費
用
も

か
か
り
ま
す
し
、
お
寺
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な

ら
な
い
よ
う
き
ち
ん
と
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。
様
々
な
手
続
き
も
必
要
で
す
。

26年前から消費生活アドバイザーと
して活動。専門分野は社会保障。公
益社団法人日本消費生活アドバイ
ザー・コンサルタント・相談員協会会
員、岩手県生活問題研究会会員。

横
藤
崇
子

（
よ
こ
ふ
じ
た
か
こ
）

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
つ

話
を
紹
介
し
ま
す
。お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、盛
岡
市

の
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー・横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。

6

終
活
に
向
け
て
②

お
墓
を
ど
う
す
る
？

NOSAIの輪

マ
メ
知
識

暮
ら
し
に

役
立
つ

　

花
巻
市
東
和
町
・
倉
沢
地
区
の
共
済
部
長
を
務
め
る
下
林
育

男
さ
ん
は
「
倉
沢
人
形
歌
舞
伎
」
の
伝
承
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

人
形
歌
舞
伎
と
は
、
歌
舞
伎
の
舞
台
を
人
形
に
置
き
換
え
て

演
じ
る
も
の
で
、
人
形
を
操
る
人
は
義
太
夫
節
に
合
わ
せ
て
台
詞

を
語
り
ま
す
。

　
下
林
さ
ん
は
「
倉
沢
人
形
歌
舞
伎
保
存
会
」
に
所
属
し
、
長

年
主
役
を
演
じ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
主
役
を
譲
り
ま
し
た
が
、

上
演
で
は
鳴
り
物
（
笛
な
ど
）
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
客
さ
ん
の
『
す
ば
ら
し
い
』
の
声
が
励
み
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
人
形
歌
舞
伎
の
魅
力
を
伝
え
て
、
後
継
者
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
す
。

倉
沢
人
形
歌
舞
伎
を
後
世
に

毎
年
11
月
23
日
に
開
催

す
る
定
期
公
演
な
ど
で

上
演
し
て
い
ま
す

舞
台
で
あ
い
さ
つ
す
る
下
林
さ
ん

県内の頼れる
共済部長さんを
紹介します
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大槌町

釜石出張所

鵜
住
居
駅

★
45

● ●
釜石東中学校

鵜住居小学校

釜石市内

＊
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
輪
で

紹
介
さ
れ
た
岩
手
の
漆

が
剣
道
の
防
具
に
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
感
動
し
ま
し
た
。

	

【
紫
波
町　
Ｗ
さ
ん
】

＊
表
紙
の
写
真
は
、最
高
に
素
敵
な
一
枚
で
す
。匠

く
ん
と
馬
の
信
頼
が
伝
わ
り
ま
す
。
将
来
と
て
も

い
い
跡
取
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
ほ

し
い
で
す
。	

【
北
上
市　
Ｔ
さ
ん
】

＊
わ
が
家
の
か
ま
ど
を
見
て
、
私
も
晩
酌
の
お
つ

ま
み
に
作
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

	

【
奥
州
市　
Ｓ
さ
ん
】

＊
い
ち
ば
ん
星
の
小
野
寺
さ
ん「
イ
チ
ゴ
栽
培
45

年
」す
ご
い
で
す
ね
。孫
は
イ
チ
ゴ
が
大
好
き
な
の

で
今
度
見
学
に
行
こ
う
か
な
。

	

【
一
関
市　
Ｏ
さ
ん
】

＊
結
い
の
大
地
旬
だ
よ
り
で
次
々
と
若
い
人
た
ち

の
発
想
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
出
来
上
が
っ
て
く

る
と
本
当
に
楽
し
み
で
す
。

	

【
陸
前
高
田
市　
Ｎ
さ
ん
】

＊
暮
ら
し
に
役
立
つ
マ
メ
知
識
で
い
つ
も
気
に
し

て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
も
ら
い
参
考
に
な
り

ま
し
た
。	

【
宮
古
市　
Ｓ
さ
ん
】

＊
農
業
保
険
の
特
集
が
参
考
に
な
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。	

【
久
慈
市　
Ｋ
さ
ん
】

共
済
掛
金
は
口
座
振
替
で

　
現
金
納
入
に
か
か
る
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
共
済
掛
金

等
を
「
口
座
振
替
」
で
納
入
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
た

場
合
、
組
合
よ
り
加
入
内
容
等
の

確
認
の
通
知
が
届
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
早
め
の
連
絡
を

■
風
水
害
・
干
害
な
ど
の
自
然
災

害
の
ほ
か
、
火
災
、
病
虫
害
、

鳥
獣
害
を
確
認
し
た
と
き

※
被
害
を
確
認
し
ま
す
の
で
速
や

か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
家
畜
の
異
動
報
告

・
子
牛
が
出
生
、
牛
を
譲
渡
（
売

却
）、
導
入
し
た
と
き

・
育
成
牛
が
加
入
月
齢
（
生
後
６

カ
月
）
に
達
し
た
と
き

・
家
畜
が
死
亡
ま
た
は
廃
用
に

な
っ
た
と
き

　
こ
れ
ら
の
届
け
出
が
な
か
っ
た

場
合
、
共
済
金
の
減
額
や
支
払
い

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
異
動
月
日
は
家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
（
牛
個
体
識
別
情
報
）
へ
届

け
出
る
年
月
日
と
一
致
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
ハ
ウ
ス
の
異
動
や
事
故
、
建
物

の
物
件
や
農
機
具
の
機
種
に
変

更
や
事
故
が
あ
っ
た
と
き

　
連
絡
が
遅
れ
る
と
共
済
金
を
支

払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
収
入
保
険
で
の
営
農
計
画
変
更

　
が
生
じ
た
場
合

　
栽
培
面
積
や
品
目
・
品
種
な
ど

を
変
更
す
る
場
合
は
、
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
加
入
し
て
い
る
共
済

の
申
込
内
容
に
変
更
が
発
生
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
の
際
は
、

金
融
機
関
に
登
録
し
て
い
る
印
鑑

と
ご
加
入
の
共
済
証
券
を
組
合
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

共
済
資
源
量
調
査
に

つ
い
て
ご
協
力
の
お
願
い

　
収
入
保
険
制
度
と
農
業
共
済
制

度
の
普
及
推
進
の
た
め
、資
源
量
調

査
と
併
せ
て
加
入
の
推
進
を
行
っ

て
い
ま
す
。加
入
で
き
る
方
を
適
切

に
把
握
し
て
推
進
に
役
立
て
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
加
入
申
し
込
み
は

４
月
20    
日
ま
で

　
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更

届
出
書
の
申
し
込
み
期
限
は
４
月

20
日
ま
で
で
す
。
期
限
内
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

NOSAIか ら の お 知 ら せ

園芸施設共済は、ビニールを被覆していない期間も
含めた〇年間の加入となります。当てはまる数字をお
答えください。　　　　　　　（ヒント：11ページ参照）

●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で
10名に、図書カードをプレゼントします。
●応募締切　平成31年4月12日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　  NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①クイズの答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏
名を省略し本紙に掲載させていただく場合がございます)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見
とする以外の目的に利用しません。

【1月号の答え】 
「20（日）」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ

お詫びと訂正
　１月発行（№ 23）15 ページの表の中で、
地域インデックス方式の特色の記載に誤りが
ありました。お詫びして訂正いたします。

【誤】統計単収で引受けまたは評価
【正】統計単収で引受けおよび評価

?

今
月
の
表
紙

紫波町土舘　北條　功さん、優美子さんのお子さん

　明け方に降った雪で、あたりは一面真っ
白。田畑はしんと静かですが、ハウスの中
には賑やかな笑い声が響きます。
　想達くんと詩民子さんが、ホウレンソウ
の収穫を教わっています。「ここを切るの？」

「そうそう、丁寧にね」想達くんは、実際にハ
サミを手に、挑戦です。詩民子さんも、お父
さんと想達くんの横で、練習をしています。
　２人は、おうちの野菜が大好き。「春の農
作業に向けて、忙しくなりますね」と笑うお
父さんとともに、春の訪れを待っています。

北條 想
そ う た つ

達くん（11歳）、詩
う た こ

民子さん（8歳）

釜
石
出
張
所
を
再
建

東
日
本
大
震
災
で
被
災

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
東
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
釜
石
出
張
所
が
、
釜
石
市
鵜
住
居
町
に
再
建

さ
れ
ま
し
た
。

　

釜
石
出
張
所
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
流
出
。
そ

の
後
、
旧
釜
石
北
高
校
跡

地
の
仮
設
事
務
所
内
に
移

転
し
て
開
所
し
て
い
ま
し

た
。
地
域
の
み
な
さ
ま
の

拠
点
と
し
て
活
用
し
、
組

合
員
の
利
便
性
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

再建された釜石出張所

震災の津波により、金庫室を残し
て流出

釜石出張所
〒026–0301	釜石市鵜住居町13–70–4
（鵜住居地区24-2街区10-1画区）
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発
行

  岩
手

県
農

業
共

済
組

合
  発

行
日

  平
成

31
年

3
月

15
日

N
o.243

結
い
の
大
地N

O
SA

I
い
わ
て

サツマイモ	
150g

粗挽きウインナー	
3本

干しぶどう	
適量

冷凍パイシート（11×17cm）	
1枚

溶き卵	
適量

材料 ( ２人分 )

サ
ツ
マ
イ
モ
の

ト
ー
ド
イ
ン
ザ
ホ
ー
ル

焼
き
芋
や
ふ
か
し
芋
の

リ
メ
イ
ク
に
い
か
が
？

野菜ソムリエ上級プロ

小原　薫
（おはら　かおる）

盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピ連載中。

❶ 

サ
ツ
マ
イ
モ
は
皮
ご
と
よ
く
洗
い
、

ラ
ッ
プ
で
包
み
レ
ン
ジ
で
5
分
加
熱
す

る
。（
硬
い
と
き
は
時
間
を
延
ば
す
）

❷ 
❶
は
1
㌢
の
厚
さ
の
半
月
に
、
粗
挽

き
ウ
イ
ン
ナ
ー
は
斜
め
に
切
る
。

❸ 

冷
凍
パ
イ
シ
ー
ト
全
体
に
溶
き
卵
を

薄
く
塗
り
、
❷
を
並
べ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
に

も
溶
き
卵
を
塗
る
。

❹ 

❸
に
干
し
ぶ
ど
う
を
散
ら
し
、

2
2
0
度
の
オ
ー
ブ
ン
で
20
分
焼
く
。

仕
上
げ
に
パ
セ
リ
を
振
っ
て
も
O
K
。

　

パ
イ
シ
ー
ト
や
サ
ツ
マ
イ
モ
に
溶
き

卵
を
塗
る
こ
と
で
、焼
き
上
が
り
が
美
味

し
そ
う
な
色
に
な
り
ま
す
。材
料
が
の
っ

て
い
な
い
部
分
が
勝
手
に
膨
ら
ん
で
、簡

単
な
の
に
豪
華
な
仕
上
が
り
で
す
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

切ったときに出てくる白い液体ヤラピンと、食
物繊維の相乗効果で、便秘解消に力を発揮しま
す。加熱してもビタミンCが壊れにくいのも嬉
しい効果です。

サツマイモ

〒020–0053 盛岡市上太田細田28–8
TEL：019–659–3905

●盛岡・紫波支所
〒028–3605 矢巾町大字間野々3–160
TEL：019–697–3109

●北岩手支所
〒028–4125 盛岡市好摩字上山3–38
TEL：019–682–2661

盛岡地域センター

〒025–0025 花巻市下根子821
フリーダイヤル 0120-28-5201

●西和賀出張所
〒029–5503 西和賀町清水ヶ野18–203
TEL：0197–84–2133

中部地域センター

〒029–0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65–60
TEL：0191–23–3072

磐井地域センター

〒028–6506 九戸村大字山屋2–25–1
TEL：0195–41–1101

北部地域センター

ホームページアドレス

〒020–0857 盛岡市北飯岡一丁目10–50
TEL：019–601–7491

本所
〒023–0023 奥州市水沢字八反町52–1
TEL：0197–25–6631

胆江地域センター
〒027–0203 宮古市津軽石13–488–1
TEL：0193–67–2231

●下閉伊北部出張所
〒027–0501 岩泉町岩泉字天間17–1
TEL：0194–22–2643

宮古地域センター

〒028–0542 遠野市早瀬町2–4–13
TEL：0198–62–2556

●気仙支所
〒022–0006 大船渡市立根町字岩脇1–3
TEL：0192–27–5521

●釜石出張所
〒026–0301 釜石市鵜住居町13–70–4

（鵜住居地区24-2街区10-1画区）

東南部地域センター

http://nosai-iwate.net
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